
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
⑭
の
「御
形
」
は
朝
倉
義
景
の
嫡
男
阿
君
（当
時
六
歳
）

に
比
定
さ
れ
る
。

⑫
は
墨
痕
明
際
で
あ
る
が
、
三
字
目
の
字
画
が
判
然
と
せ
ず
難
読
で
あ
る
。

当
時
は
割
合

「
か
」
と

「く
わ
」
の
表
記
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
か
ら
、
記
載
内
容
の
可
能
性
と
し
て

「鍵
子
」
「巻
数
」
は
難
し
い
。　
む
し

ろ
監
寺

（カ
ン
デ
・
カ
ン
乙

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

の
の

「
は
し
」
の
裏
面
に
は
上
部
に

一
文
字
分
の
墨
痕
が
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
ま
た
朝
倉
館
跡
の
調
査
報
告
書
に
の
せ
る
付
札
２３
に
は
、
墨
書
の
存

在
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

な
お
今
回
報
告
し
た
二
二
点
の
付
札
の
う
ち
、
⑭
⑫
⑬
は
水
漬
状
態
で
あ
る

が
、
他
は
す
べ
て
録
存
処
理
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
墨
書
の
跡
も
き
わ
め
て
良
好
に

保
た
れ
て
い
る
。

今
回
の
報
告
に
あ
た
り
福
井
県
立
博
物
館
の
山
形
裕
之
氏
の
ご
高
配
を
え
た
。

９
　
関
係
文
献

福
井
県
教
育
委
員
会

・
朝
倉
氏
遺
跡
調
査
研
究
所

『特
別
史
跡

一
乗
谷
朝
倉

氏
遺
跡
Ｖ
　
昭
和
四
八
年
度
発
掘
調
査
整
備
事
業
概
報
』
盆
九
七
四
年
）

福
井
県
教
育
委
員
会

『特
別
史
跡

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
Ｉ

朝
倉
館
跡
の
調
査
』
全

九
七
六
年
）

（佐
藤
　
圭
）

漢
簡
研
究
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
開
催
さ
る

去
る

一
九
九
二
年

一
二
月

一
二

。
一
三
の
両
日
、
関
西
大
学
に
お
い
て

同
大
学
東
西
学
術
研
究
所
主
催
の

「漢
簡
研
究
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
九

二
」
が
開
催
さ
れ
た
。
中
国

。
台
湾
で
漢
簡
研
究
に
携
わ
る
九
名
の
報
告

を
も
と
に
し
て
、
東
洋
史

。
日
本
史

・
書
道
史
等
の
分
野
の
研
究
者
に
よ

る
活
発
な
討
論
が
展
開
さ
れ
た
。

報
告
は
以
下
の
と
お
り
。

徐
率
芳

「中
国
に
お
け
る
漢
簡
発
掘
の
現
状
」
、
初
世
賓

「居
延
新
簡
の

歴
史
研
究
に
対
す
る
貢
献
」
、
岳
邦
湖

「
エ
チ
ナ
川
流
域
漢
代
遺
跡
の
現

状
」
、
那
義
田

「中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
所
蔵
居
延
漢
簡
整
理
工

作
筒
報
」
、
呉
励
緩

「敦
埋
馬
圏
湾
出
土
漢
筒
の
特
色
」
何
双
全

「漢
簡

中
の
符
伝
と
過
所
」
、
李
永
良

「敦
煙
漢
簡
中
の
西
域
史
料
の
問
題
に
つ

い
て
」
、
彰
浩

「湖
北
省
江
陵
出
土
漢
簡
概
説
」
、
李
学
勤

「湖
北
省
江
陵

張
家
山
出
土
漢
律
竹
簡
」




